








 【要約】鳥取県において B 型肝炎母子感染防止処置の健康保険給付対象移管後の実施状

況を調査するためのシステムを構築し, H7 年 4 月～9 月に HBs 抗原陽性妊婦 64 例から出

生した児の防止処置実施状況を追跡調査した・妊婦の HBe 抗原検査は 98.4%(63/64)の実

施率で陽性率 31.7%であった. HBe 抗原陽性例の防止処置率は 100%. HBe 抗原陰性例の防

止処置率は 97.7%と高率に実施されており,今回集計時までに HBs 抗原陽性となった児は

なかった. しかし HBe 抗原陽性例 1 例に出生時の HBIG の打ち忘れ, HBe 抗原陰性例 1 例

に防止処置無施行例かあり啓蒙の必要性があると考えられた.また産科退院後,小児科への

紹介がなく,小児科からも防止処置を行った報告のない経過不明例が 2例あった.今後永続

的な流れを作る意味でも HBs 抗原陽性妊婦から出生した児の小児科紹介状の形式を定め,

妊娠前期の HBs 抗原検査で陽性かわかった時点で産科宛に送付するといった方法を考慮す

べきと考えられた.


